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近い将来にも到来し得るシンギュラリティ時代に備え、何が可能かを明ら
かに。
科学現象の背後理論の解明を効率化。

この研究はどう役立つ︖研究から学べることは︖

スマートフォン等の普及で動画や画像は馴染みの深いものになっていま
す。また、画像処理技術はロボット・自動車・医療・セキュリティ等さまざま
な分野で必要となっています。
画像情報に基づいて周囲の環境を認識・理解するための有効な方法論
を考案しますので、必要な研究姿勢や知識を身につけることができます。

この研究はどう役立つ︖研究から学べることは︖

子牛を飼育するには適切な健康管理と飼料供給が必要です。RGBカ
メラを用いて健康管理のための行動判定を行います。

子牛は免疫システムが未熟なため成牛と比較して感染症を発症しやす
い傾向にあります。RGBカメラとサーモグラフィーカメラを用いて発熱と耳の
傾きを検出し中耳炎の早期発見を行います。

研究内容
子牛の健康管理のための行動判定に関する研究

高精度な深層学習によるニューラルネットワークの代替
「Kolmogorov-Arrnold Network (KAN)」＋
「階層基底系による汎用汎化」による
高精度、頑健、効率的な深層学習の実現
汎用人工知能の理論的限界に関する研究
プログラムを学習するAIのできる・できないの解明
自動プログラミングシステムMagicHaskellerの開発
あいまいな仕様からの自動プログラミング
強化学習アルゴリズムの改良・応用

研究内容
汎用人工知能の実現に向けた基礎研究

子牛の中耳炎の早期発見に関する研究

野生馬の健康管理のためには個体識別が必要です。顔領域を検出し
深層学習を用いて非接触で個体識別を行います。

野生馬の自動個体識別に関する研究

汎用人工知能の実現に向けた基礎研究

カメラセンサを用いた動画像処理に関する研究

ひとこと
どの進路を選ぶにせよ、悔いのないように︕

情報通信プログラム 助教
片山　晋

ひとこと
興味を持てることや好きなことを見つけて、それを楽しみま
しょう。

情報通信プログラム　助教
椎屋　和久

出身:宮崎県都城市
趣味:読書
講義:電気回路、情報とコンピュータ、等
専門:画像処理

出身:愛媛県八幡浜市
趣味:歌、テニス、絵本
講義:プログラム言語論、情報通信入門セミナー
専門:機械学習、関数プログラミング

顔領域の検出と個体識別

階層基底系による汎化のPATRICIA木による効率実装
(Cf. Katayama et al., ICML̓00)

汎用AIモデルUCAI

プログラムの自動合成

子牛の領域抽出とミルクを飲む行動

←今ココ
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耳領域の検出と発熱の判定
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